












	 本論文の目的は、明治 16 年に宮城県で作成された「教導職名簿1」を用い
て、一県単位で教導職の全体状況を分析することにある。 















政府内の諸勢力がせめぎあうなかで、明治 4 年 8 月、「神祇官」は「神祇省」





                                                             
1 宮城県公文書館所蔵『神社明細帳』（配架番号：明治 17-0016）所収。 
2 明治 5 年 4 月 25 日、太政官第 132 号布告。本論文において、政府が発出した法令か
らの引用は、内閣官報局編『法令全書』の各巻により、頁数は省略する。 




にさらされ、早くも明治 8 年 4 月に廃止された。これ以後、神道や仏教の各
宗派は、それぞれ独自の教化活動を展開していくことになる。教導職制度自
体は、明治 10 年 1 月に「教部省」が廃止されて「内務省社寺局」の管轄と












年 4 月、教導職らへ対し、次の 3 条からなる「教則」が示された。「第一条、
敬神愛国ノ旨ヲ体スヘキ事。第二条、天理人道ヲ明ニスヘキ事。第三条、皇
上ヲ奉戴シ朝旨ヲ遵守セシムヘキ事」。加えて、説教の演題についての具体的





































                                                             
5 大林正昭、「教導職の説教における「敬神」の構造」『広島大学教育学部紀要	 第一
部』第 28 号、1979 年、28 頁。また、高橋陽一は、これらの注釈書に対する教部省
の検閲に注目して内容分析をおこなっている（高橋「大教院の教化基準――教典訓
法章程と教書編輯条例を中心に」『明治聖徳記念学会紀要』復刊第 5 号、1991 年、21-42
頁）。その他、個別の教導職の説教内容を分析したものとしては、坂本紀子『明治前
期の小学校と地域社会』梓出版社、2003 年、85-132 頁、「第二章	 学区取締兼教導職
の学校観――教導職説教内容の分析をとおして」などが挙げられる。 
6 大林「教導職によってなされた公民教育について」『広島大学教育学部紀要	 第一部』
第 33 号、1984 年、21 頁。 
7 山口和孝「訓導と教導職――日本の近代公教育制度成立期にみられる宗教と教育の
関係」『国際基督教大学学報 I-A 教育研究』第 24 巻、1982 年、105-131 頁。 
8 小松周吉「明治絶対主義の教育精神――学制を中心としてみたその成立過程」『教育
学研究』第 19 巻第 1 号、1952 年、32-47 頁、小山毅「明治初年の教部省・教導職の
教化策の考察」『専修人文論集』第 1 号、1968 年、102-122 頁など。 
































                                                             
10 同前、335 頁。 




い。現在触れることができるのは、明治 7 年の部分的な記録と、明治 10 年
に管轄が内務省にかわって以降のものである。 
	 先に述べたように、教導職には当初 14 の等級が設定され、さらに、事実
上の最下位となる「教導職試補」が設けられた。明治 7 年の記録はその教導
職試補を欠いており、全数を把握するには不十分であるが、神官 4,204 名、
僧侶 3,043 名、合計 7,247 名という数値を示している13。教導職の人数は、
明治 7 年 7 月に、寺院の住職の資格が教導職試補以上とされて以降、増加し
たものと推定される14。明治 10 年から 14 年にかけては、試補を含めて神仏








                                                             
13 太政官修史局編『明治史要	 附録概表』1876 年、31 頁（太政官修史館編纂、東京帝
国大学史料編纂所修補『明治史要』下巻、金港堂書店、1933 年所収）。 
14 明治 7 年 7 月 15 日、教部省達書第 31 号達。また、同年 4 月 28 日には、教導職試補
以上でない者の「説教」を禁止する法令が出されている。ただし、羽賀祥二は、「僧
尼」の公認要件が教導職試補以上に限られた、明治 9 年 12 月 16 日の太政官第 156
号布告を重視し、「この布告の前後、僧侶の教導職試補への任命が急速に進行した」
との見方を示している（羽賀、前掲書、203 頁）。このことについては、後掲注 30 を
参照。なお神官については、当初から原則的に全員が教導職として補されることに
なっていた。 
15 統計院編纂『第二回日本帝国統計年鑑』1883 年、394 頁（『日本帝国統計年鑑	 第二
回』東京リプリント出版社、1962 年）を参照した。なおその後は減少に転じ、最後
の明治 17 年には、神仏合計 39,091 人だった（内務省編「明治十七年報告」、大日方
純夫・勝田政治・我部政男編『内務省年報・報告書』第 12 巻、三一書房、1984 年所
収、244 頁）。 
16 初期の「府県統計書」については、薮内、前掲書、第 6 章第 3 節「府県統計書の生
成」、290-301 頁を参照。 
17 表中の空欄と、数値を斜体にしたものについては、「備考」欄にその理由を記した。 
18 府県別人口は、内務省統計課編『内務省統計書』上巻、1883 年、299-302 頁（大日






	 【表 1】によると、全国平均で教導職は人口約 386 人に一人の割合だった
ことが分かる。宮城県は対人口比およそ 735 人で、全国平均の半分程度であ






が得られた 32 府県中 17 番目にあたり、ごく平均的な割合であると言える。 
                                                             










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                             
21 各郡区の名簿の書き出しに、「明治 15 年 12 月 31 日現在」と記されている。のべ人






明治 16 年の前半頃と推定される。 





















結果に応じて決定することになっていた。とりわけ、明治 7 年 4 月から同 10
年 1 月までの間は、各府県の中教院において試験が実施される際、「地方官
員」の試験立ち会いが法令によって定められていた26。等級の決定は一度限
りではなく、「進級」が可能であった27。ここでは、明治 15 年と同 9 年の宗
派別等級分布状況を比較することで、全体としてどれほどの「進級」があっ
たのか、概観しておきたい28【表 3】。  
                                                             
26 明治 7 年 4 月 20 日、教部省布達第 4 号達。および同 10 年 1 月 10 日、教部省丑乙第






導職活動から、職の等級考」『信濃〔第三次〕』第 61 巻第 2 号、2009 年、107-121 頁）。 
28 明治 9 年の宗派別および等級別教導職数は、「管下社寺院調」（宮城県公文書所蔵、
『明治九年	 社寺綴』、配架番号：明治 09-0042、所収）を参照した。 
 
郡区 神官 仏教 天台 真言 浄土 臨済 曹洞 黄檗 真宗 日蓮 時宗 不明 合計 人口 対人口比
仙台区 23 93 15 6 13 7 23 19 8 2 116 54,585 470.56
宮城郡 12 52 2 2 6 14 21 2 5 64 53,345 833.52
登米郡 20 38 2 3 4 1 24 3 1 58 54,525 940.09
伊具郡 9 47 20 7 2 2 13 2 1 56 33,863 604.7
亘理郡 6 32 11 5 3 11 2 38 18,756 493.58
名取郡 16 55 6 11 1 2 28 1 5 1 1 72 47,154 654.92
柴田郡 3 27 2 6 15 4 2 32 24,417 763.03
刈田郡 9 28 2 5 3 7 4 6 1 37 27,204 735.24
栗原郡 13 50 2 3 2 39 1 3 63 66,194 1050.7
牡鹿郡 3 34 2 2 2 3 22 2 1 37 31,352 847.35
黒川郡 7 23 1 11 10 1 2 32 22,477 702.41
加美郡 5 20 1 2 16 1 25 20,491 819.64
志田郡 5 24 2 2 20 29 30,371 1047.28
玉造郡 6 20 1 1 1 2 13 2 26 16,677 641.42
遠田郡 8 34 17 3 1 2 10 1 42 32,488 773.52
本吉郡 9 50 3 2 2 43 59 46,356 785.69
桃生郡 7 55 1 4 2 2 46 62 45,341 731.31
合計 161 682 87 64 41 57 358 4 45 18 8 5 848 625,596 737.73































































































































































































































































































































	 明治 9 年の 736 名、および 15 年の 848 名のうち宗派が不明な 5 名を除い
た 843 名について、各人の等級を数値化してその平均値を算出すると、前者
は 0.22、後者は 0.77 となる29。大まかにいって、明治 9 年から 15 年の間に
一人当たりおよそ 0.5 級、つまり二人に一人が 1 級ずつ進級したくらいの状
況であった。 
	 ただし、明治 15 年の名簿には、同年時点での各人の等級、およびその補
任年しか記されていないため、権訓導以上の等級に就いているものに関して
は、教導職として初めて補任されたのがいつだったのか、名簿のみでは明ら




                                                             
29 「試補」を「0」とし、「権訓導」から「大教正」までの各級に「1」から「14」を割
り当てて計算した。 
30 逆に、明治 15 年末現在、教導職試補であるものについては、その最初の補任年を確
定することができる。ここで、僧侶について、試補への補任状況の推移を確認して
おく（前掲注 14 参照）。明治 15 年末現在試補である僧侶 427 名のうち、補任年月日
が明らかな 426 名の補任年別人数を以下の表にまとめた。 
年 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計 
人 5 38 108 122 41 41 35 24 6 3 3 426 
	 明治 7 年頃から増加し、明治 8 年が最多であることが分かる。明治 7 年の 108 名に
ついて、さらに詳しく月別の推移を見ると、下表の通りである。 
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
人 0 0 0 7 5 0 2 20 4 33 26 11 







31 明治 15 年の名簿に見られる 848 名のうち、782 名の補任年が確認できている。その



































































名、計 619 名のうち、34 名の名を教導職名簿のなかに見いだすことができ
た33。また、住所や苗字から推測して、それらの親族であると推測できるも




ち、旧身分が僧侶、神官、修験者であるものは、それぞれ 37 名、24 名、56
名、合わせて 117 名であり、全体のおよそ 18.9％を占める36。その約半数に
ついて、「教導職名簿」に挙げられた僧侶や神官との間に、何らかの関係を指
摘できるということになる。 
                                                             
32 文部省編『日本教育史資料』第八巻、臨川書店、1970 年、634-669 頁（原著の刊行
は 1892 年）。『日本教育史資料』が編纂された経緯については、日本教育史資料研究
会編『『日本教育史資料』の研究』玉川大学出版会、1986 年に詳しい。 
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種別 現在 旧身分 本人 親族 合計
僧侶 修験 0 1 1
神官 神官 1 1 2
1 2 3
僧 13 11 24
修験 3 4 7
士 1 2 3
農 1 1 2
小計 18 18 36
僧 1 0 1
神官 5 4 9
修験 6 4 10
士 1 0 1
農 1 0 1
医 1 0 1
小計 15 8 23
33 26 59
34 28 62
僧侶 18 19 37
神官 15 10 25
33 29 62
僧 14 8 22
神官 6 3 9
修験 8 10 18
士 2 2 4
農 2 1 3
医 1 0 1
33 24 57
総計
現在合計
旧身分合計
身分別
私塾
私塾合計
寺子屋
僧侶
神官
寺子屋合計
 -134- 
おわりに 
	 筆者は、史料的な制約の大きい村々の僧侶や神官らについて、宮城県公文
書館所蔵の県庁文書に含まれる社寺関係の史料を手がかりに、幕末維新期か
ら明治期にかけてのその動向を明らかにしようと試みている。今回は、それ
らの史料のうち、基盤的な役割を果たすと目される教導職名簿を取りあげ、
明治期宮城県における教導職の全体状況を分析した。その結果、主に、教導
職の等級について、宗派を問わず広範に進級がおこなわれていたこと、年齢
とほとんど無関係であるか（神官）、ごく微細な関係しか見られないこと（僧
侶）、そして、寺子屋での教授経験の影響が見いだしにくいことが明らかにな
った。 
	 名簿のような史料が横軸をなすものと見立てれば、今後は縦軸にあたる経
歴を記した史料の分析に注力し、それらが織りなすもの全体の記述に取り組
みたい。 
